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研究成果の概要（和文）：アジアおよび日本周辺地域で観測された過去の地域気候変動の要因分析を行った。北
東アジアの熱波の増加に対しては、ユーラシア大陸を東西に縦断する大気波動の10年規模の変動や大気陸面相互
作用が関係していた。南アジアでは、モンスーン循環の変化がメソ対流系の発生頻度を減少し、強い降水日数の
減少に寄与していることが分かった。日本周辺では、気温上昇に伴う水蒸気量の増加が観測データによって初め
て示された。数十年分蓄積された人工衛星による観測データを精査することで、メソ対流系の発生が地温の空間
分布と関係していることも初めて明らかになった。この関係は、短時間で急速に発達する雷雨の予測向上にも応
用できる可能性がある。

研究成果の概要（英文）：The mechanism of the past regional climate around Japan and Asian regions 
was investigated. Recent increase of heat wave over Northeast Asia is associated with the 
land-atmosphere interaction and the decadal variation of atmospheric wave propagation running across
 the Eurasian continent. Over South Asia, recent change in monsoon circulation reduces the frequency
 of mesoscale convective systems, leading to the decrease in the heavy rainfall events. In Japan, 
observations show that extremely high water vapor amount rises corresponding to the air temperature 
increase. The analysis of geostationary satellites over more than twenty years demonstrated that the
 frequency of mesoscale convective systems increases when land surface temperature is 
heterogeneously distributed. The finding is expected to improve the prediction of severe storms 
which develops rapidly.
These results provide insights into the understanding of mesoscale and synoptic meteorological 
systems.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
気候診断が可能となる30年以上の観測データの蓄積を経て、地域規模の気候変動のシグナルを抽出した。さらに
そのメカニズムを特定することで、今後の地域気候予測において着目すべき大気現象を特定することができた。
学術的にはアジア・日本周辺で新たな気候変動のシグナルを抽出するだけでなく、その要因の特定に至った。さ
らに大気陸面相互作用が地域スケールの気候変動において重要な役割を果たしていることが見いだされた。
過去の災害や異常気象の履歴をもとに地域レベルの気候変動要因を明らかにできたことで、当該地域が気候変動
適応へ向けて、気候予測情報を評価する際に注目すべき現象を提案することが可能となる等の社会的意義があ
る。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
近年の気候変動において、自然の内部変動の寄与や温室効果ガス濃度変化に代表される人間
活動の寄与については全球規模では明らかにされつつあるものの、地域を限定した場合には、
主要な気候変動の要因は未だ解明されていない部分が多い。アジア-日本域においても、過
去数 10年間に観測された気候変化について物理的な視点から十分に説明されているとは言
い難い。一方、人工衛星や地上気象観測は気候研究が可能となる 30年超のデータが蓄積さ
れた。このためこれらのデータを解析することで、地域スケールで過去の気候変化を詳細に
解析することが可能となりつつある。また、数値モデリングを併用することで、過去の気候
変化を駆動した要因を特定することが可能になると考えられる。 

 
２．研究の目的 
本研究では、全球気候変動の原因究明（アトリビューション）の手法に倣い、地域版の気候
変動要因の特定を行う。特に、日本の局地気候や、それと関係の深いアジアモンスーン地域
について、高密度の観測データが使用可能な過去数 10年間を対象に、地域気候変動の要因
を明らかにする。 
 
３．研究の方法 
日本およびアジア地域に着目して、過去数 10 年間の観測データを用いて降水量や積雪深に
みられる局地的な変動傾向を抽出・解析する。選定された地域気候変動に対して、再解析デ
ータによって与えられる現実的な大気場および衛星データ等から作成した下部境界条件を
用いた過去再現実験を行うことで、モデル内に地域気候変動を再現する。地域気候変動の原
因特定を行うために大気、海洋、陸面過程の各変動に焦点を当て、効果的な感度実験を立案
し、これを実行する。過去再現実験および感度実験から得られるシグナルを比較することで、
地域気候変動のアトリビューションを行う。日本およびアジア地域の降水・積雪の変動に関
して、影響の大きい現象の特定を行うとともに、その寄与率を定量化するための解析を行う。 
 
４．研究成果 
北東アジアの熱波の増加に対しては、ユーラシア大陸を東西に縦断する大気波動の 10
年規模の変動や大気陸面相互作用が関係していた。南アジアでは、モンスーン循環の変
化がメソ対流系の発生頻度を減少し、強い降水日数の減少に寄与していることが分かっ
た。日本周辺では、気温上昇に伴う水蒸気量の増加が観測データによって初めて示され
た。数十年分蓄積された人工衛星による観測データを精査することで、メソ対流系の発
生が地温の空間分布と関係していることも初めて明らかになった。この関係は、短時間
で急速に発達する雷雨の予測向上にも応用できる可能性がある。本研究ではアジア・日
本周辺で新たな気候変動のシグナルを抽出するだけでなく、その要因の特定に至った。
さらに、大気陸面相互作用が地域スケールの気候変動において重要な役割を果たしてい
ることが見いだされた。過去の災害や異常気象の履歴をもとに地域レベルの気候変動要
因を明らかにできたことで、当該地域が気候変動適応へ向けて、気候予測情報を評価す
る際に注目すべき現象を提案することが可能となる。 
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